
自転車歩行者道利用環境整備の基本的な考え方の概要

（２）自転車歩行者道における整備手法

・カラ－舗装または道路
標示（白線［実線］、自転
車・歩行者マーク）と標識
等による視覚的分離

自転車歩行者道（視覚分離）

自転車歩行者道（共存）

自転車歩行者道（物理分離）

・ポ－ルや植樹帯等によ
る物理的分離

・幅員構成の調整により、
自歩道幅員を確保
・幅員調整の結果、3.0ｍ
以上確保が困難な場合
は、歩道通行可を検討
・自転車利用者へ車道寄
り走行などを促す啓発サ
インの設置

主要な自転車歩行者道を構成する道路の整備は、普
通自転車歩道通行可の指定を受けていることを前提条
件とします。

自転車交通の発生集中量は、利用者の交通目的や地域の特性に
よって異なり、交通経路もさまざまです。

自転車歩行者道の候補路線については、自転車交通量の結果や
その特性を踏まえ、自転車歩行者道の整備方針に基づき、以下のよ
うに区分し、自転車交通を効率的に処理します。

（４）自転車道の区分について

（４）自転車歩行者利用環境のソフト施策

自転車利用環境の整備では、ハード施策（自転車歩行
者道の整備等）のほかに以下のソフト施策をおこないま
す。

（１）自転車・歩行者通行空間の整備について

車道内に設置した専用空間を走行する車道走行型と、歩道内を走行
する歩道走行型に大別されます。各タイプの比較は以下のとおりです。

（３）自転車歩行者道の機能

自転車は、利用する用途（通勤・通学、観光、スポーツ等）
により、交通特性が大きく異なるため、以下に示すような機
能別の自転車歩行者道を整備することが重要です。基本的
な考え方では、日常生活に主眼をおいた取り組みをします。

　◆通勤、通学、買い物など日常生活に対応

◆レンタサイクルなど観光目的に対応

◆サイクリングなどスポ－ツ目的に対応

　日常生活機能

（観光機能）

（スポ－ツ機能）
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歩きやすく自転車が使いやすいまちづくりの推進
　・自転車交通を円滑、安全、効率的に処理し、自転車利用を推進

環境にやさしい活力あるまちづくりの推進
　・自転車の機動性、利便性を十分に活かし、活力と魅力あるまちづくりを推進
　・自然環境や住環境への負担、エネルギー負荷の少ない環境にやさしいまちづくりを推進

まちづくりにおける自転車利用促進の目的

自転車歩行者道利用環境整備の考え方

快適で利便性の高い自転車歩行者道の整備
　・連続性があり、快適な自転車歩行者道のネットワークを形成
　・歩行者と自転車を分離し、安全で安心して通行できる空間を整備

誰もが使いやすい自転車歩行者道の整備
　・身障者や子どもからお年寄りまで、誰もが歩きやすいまちづくりを実現
　するため、ユニバーサルデザインの考え方に基づく整備を推進
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安心・安全な自転車歩行者の利用環境整備
　・啓発サインや路面標示など、安心して通行できる利用環境を整備
　・安全な自転車利用のため、交通安全教育の推進

（１）背景と課題

自転車歩行者道利用環境整備における、目的および整備の
考え方は以下のとおりです。

（２）自転車歩行者道利用環境整備の基本的な考え方

（３）区分毎の整備と維持管理の考え方

整備が完了している路線と未整備など将来計画をもった路線お
よび自転車歩行者道の区分毎における整備の考え方は以下のと
おりです。

（概要）

・自転車交通需要が多い路線

・駅と学校や大型集客施設等を連結する骨格路線

・学校や大型集客施設に隣接した路線

・自転車交通需要が比較的多い路線

・学校や大型集客施設に隣接した路線

・主要幹線を補完する路線

・一般的な都市計画道路等

・サイクリングやジョギング、散策等の
　目的に適した専用道路

・近隣町村や郊外地と帯広市街地を連結する路線

補助幹線

広域連
絡道路

自転車
歩行者

専用道路

（区分）

主要幹線

幹　　線

▽重要度　：低位

△重要度　：　高位・中位

▽重要度　：　中位・低位
自
転
車
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◇既存道路における整備の考え方～整備完了路線
　

　　①路面標示・走行性の改善など適正な維持管理
　　②視覚分離を基本とした歩道走行型の再整備

◇新設道路における整備の考え方～未整備路線
　

　　①視覚分離による歩道走行型の整備

自転車歩行者道の区分毎の整備の考え方

主要幹線

幹　　線

自転車歩行
者専用道路

分離を基本に整備および維持管理

共存型を基本に整備および維持管理

分離による整備および維持管理

広域連絡道路
補助幹線 共存型を基本に整備および維持管理

・啓発サインの設置

・路面標示（自転車・歩行者マーク）の設置

・規制標識の設置（公安委員会・道路管理者）

・自転車歩行者道の周知

　（自転車道マップやホームページなど）

・広報紙や交通安全教室、各学校等を通じた

 ルール・マナーの啓発

自転車利用における
利便性向上

自転車の利用促進に
関する啓発

自転車の利用に
関する交通安全

啓発の推進

◆自転車交通の現状と課題

帯広市の自転車歩行者道整備率

約　８４　％

自転車と歩行者が混在し
た自転車歩行者道が多い

快適に走行できる空間を
確保した自転車歩行者道
整備が必要

３km未満の短距離移動に
おいても自動車を利用す
る人が多い

自動車から自転車への転
換を促すことが重要

自転車走行の危険性を指
摘する意見がある

自転車のルールやマナー
など、安全意識の向上が
必要

地球環境保全

安全性の向上健康増進

全国的に自転車が注目

　　　　　　　更に帯広市では、

　　　●通勤や通学、買い物など日常生活で利用
　　　●サイクリングなどスポーツ目的で利用

平坦な地形 晴天が多い

潜在需要が多い

◆自転車利用の背景

道路交通法の改正
・自転車による歩道走行要件




